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sosエルサルヴァドルの報告とお願い
エルサルヴァドルを襲った大地震のカンパキャンペーンでは、約 350万円の寄付を集

めることができました。ご協力ありがとうございました。

この収益金はオリーブジャパンのカウンターパートである FUPROBESA(エルサル

ヴァドル奉仕協会)を通して、地震被害から立ち直ろうとしている子どもたちのために

使わせていただきました。

エルサルヴァドルの後興にはあと 30年かかると言われています。オリーブジャパンで

は、今後もエルサルヴァドルの支援活動を続けていきます。引き続きご支援のほど、よ

ろしくお願い申し上げます。

/住所変更のお知らせ/

，新住所

千489・0809
瀬戸郵便局私書箱2号

TEL'FAX 0561-85・8336

左記のように受付窓口が私書箱に変更となり

ました。お手元の資料等を訂正くださるようお

顕いいたします。今後とも、みなさまからのご

支援・ご協力をお願い申し上げます。

表紙:子どもたちを洗う当事務局長の大橋幸原

T
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エルサルヴァドルからの現地報告

わたしにはエルサルヴァドルに 3年前に出

会ったかけがえのない友人たちがいます。彼ら

は今回の地震で被害を受けた人たちのためにカ

フェタロンという大きな避葉住所で援助活動をは

じめました。その仕事のうちのほんのわずかで

も手伝いたいと思い、こうして現地に来て彼ら

とともに活動をしています。

避英断での被災者の生活は、出発前に想像し

ていたもの以上でした。ひどい暑さの中、ひと

つのテント(四畳半くちい)の中に一家族7、8

人カ可主んでいます。彼らは何も持っておらず、

ただlc給を待つ生活です。大人は仕事もお金も、

生きる希望すらない毎日を送っています。です

から子どもたちは放っておかれている4え態で、

幼い子と、もが水くみや狗翠をしたり、妹や弟の

面倒をみており、テーブルもないところで食事

をしています。

このような状況で友人たちは、その子どもた

ちに人間らしく規則正しい生活をしてもらうた

めに小さな教室を開きました。そしてわたしは、

彼らとともにそこで子どもたちの世話をしてい

ます。毎朝子どもをテントまで迎えに行き、い

ろいろな授業を通して子と、もたちと時間を分か

ち合う中で、一人一人の4苅兄を見ることができ

ます。例えば尉長や友だちを亡くし、苦しみゃ

悲しみ、怒りを持っている子と、も、また余震が

続き、揺れに対する恐怖感を常に抱く多くの子

どもに出会いました。教育が行きとどいていな

いために子と、もたちは言葉遣いを知らず、すぐ

物を取り合ったり、副長をはたらいたりします。
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オリーブジャパン国際開発協力協会

事務局長大橋幸恵

また衛生面では私たちのような基本的知詰肋tない

ため、何日もシャワーを浴ひサヱに汚れた服装のま

ま学校に通ってきました。そこで私たちはまず子

どもたちを石鹸で洗いました。不衛生な状況下で

子どもたちをきれいに洗うことによって、清潔で

いることの大切さを知ってもらいたかったので、す。

また、その時間は子どもたちと家族のような関係

をつくるきっかけにもなりました。

毎日 50"'60人の子ど、もたちが李主主に通ってき

ます。その子どもたちを 3"'5歳、 6"'8歳、 9........14

歳と 3つのクラスに分け、それぞれの年齢にあっ

た授業を行っています。

3........5歳のクラスでは色塗りや色の名前を覚え

たり、わたしたちスタッフカ絵本を読んであげた

り、絵を使って頭の洗い方や手の洗い方を教えた

り、自由に絵を描かせたりしています。

6........8歳のクラスで、は子どもたちは自分の持っ

ているイメージを絵に描いたり、少しずつアル

ファベットを読んだり書いたりしています。

9........14歳のクラスでは字が書ける子と書けない

子とに分け、ます害けない子には自分の名前を何

度もなぞらせたり、読めるように一緒に発音しま

す。宇が書ける子はスタッフが読んだ本の文章を

書きとめ、そこからイメージする文章を書いたり、

算数や地理なども勉強しています。

午後はレクリエーションの時間としてゲームを

したり歌を歌ったり、アニメやコメディー映画を

一緒に観て思いきり子どもたちと遊びます。

わたしの友人はそこで自分の才能を

生かし、空手の得意なスタッフは避に



一回子どもたちに教えたり、歌の上手な人は歌

を教えたり、折り紙教室を開いています。他の

文化との出会いによって子どもたち自身の才能

が引き出されるようになるためです。

事支室に通ってくる子どもたちのほとんどは貧

しくて普通は学校に行けません。中には 14歳

になってもアルファベットが書けない子もいま

す。しかし、わたしたちはこのようなさまざま

なシチュエーションの子どもたちが通うことの

できる、開かれた教室を巨指しています。

毎日の授業で、スタッフが鉛筆を与えると他

の子どもが取り上げようとしてけんかが始まり、

罵り合ったり、その鉛筆やクレヨンを家へ持ち

帰ろうとします。また、おやつの時間にも鉛筆

やクレヨンと開様、スタッフが一人ずつ配って

いるところを奪おうとします。彼らは「自分の

ものJという気持ちがとても強いので寸。地震

がおこる前までは兄弟、姉妹と何でも分け合っ

ていたのに、地震後トラックの上から求対愛物資

カt投げ与えられるうちに、ある人はもらえて、

ある人はもらえない、自分ももらえないかもし

れないという不安からこのような気持ちカt強く

なったのだ、と患います。また、ある人が李主主の

外で1拾を配ると、みんな授業を放棄して行って

しまいます。

わたしたちの援助活動は、ただ物をあげると

いうことではなく、この一日一目、一つ一つの

授業やレクリエーションを通して寸者に学んだ

り遊んだりする中で彼らとの幹を結び、{訴真関

係を築いていくことを一番大切にしたいのです。

教室で子どもたちと接する以外に、毎日の送

り迎えの時には彼らの両親と話し、その家族の

問題を少しずつ分かち合い、その問題に対して

支援し、彼らとともに現実と向き合います。今
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では少しずつ両親との信頼関係を築くことができ、

以前は家の手伝いのために自分の子どもを李短室へ

通わせたくなかった彼らも、私たちを信頼し子ど

もを毎日預けてくれるようになりました。子ども

たちもまた、わたしたちスタッフをみると自然に

近寄ってくるようになりました。

わたしはこの子どもたちが置かれている悲惨で

困難な状況をはじめから簡単に受け入れることは

できませんでした。しかし必死に彼らのために働

いている友人たちがわたしの巨の前にいました。

彼らは子どもたちを通して、その状況を一緒に受

け入れ、一人一人を人間として尊重しています。

物ばかりせがむ子どもや大人を罵る子どもたち、

しらみだらけの子どもたちを抱きしめキスをした

り一緒に笑ったり怒ったり、要求ばかりする大人

たちの声を一つ一つ注意深く聞いて応えていまし

た。そこにいる被災者の人たちとともに歩んでい

るその姿をみて、わたしの小さな価値観、限りあ

る自分から抜け出し、少しずつですが、時間がた

つにつれ受け入れられるようになりました。

この経験はわたしが出会った友人からの大きな

贈り物です。子どもたちのために働いている友人

たちの中に、他人を無償に愛し、自分の自由な時

間とお金(事実彼らは無償で働いています)を犠

牲にしてまですべてを分かち合った人生観をみま

した。この人生観を持って生きている人たちは魅

力的です。わたしに本当に人間らしい人間の生き

方を教えてくれました。

この先日本に戻っても、たとえこのエルサル

ヴァドルの大地震が少しずつ忘れ去られたとして

も、わたしの役目は続きます。物を与えるだけで

は残せない何かを伝えられることを願って。



エルサjレヴァドルでの経験

内海なな

私がエルサルヴァドルに行こうと思ったのは、

去年の夏にある人たちと出逢ったことがきっかけ

でした。その時私は初めてこの国の街宣を知りま

した。しかし、中南米だ、ということは分かってい

ても、それが悶名だということも知らず、どこか

の国の都市名だろうという程度の知識しかありま

せんでした。それから彼らと数日間生活を共にす

るうちに、決して豊かとは言えないこの国がどの

ような闇なのか、もっと知りたいと思うようにな

りました。ですから春休みには是非とも一度、友

人を訪れてみたいと考えていました。

そんなところに今年の1月、大地震が起きてし

まいました。このニュースを顕いたときは、行く

のを止めようかとも思いました。正直なところ、

万が一自分の身に何かあっても因るという思いが

あったからです。しかも、行ったところで自分に

伺が出来るか分からないし、かえって皆の足を

引っ張ることになるのではないだろうか?私は、

日本で出来ることをすればいいのではないだろう

か?と考えていました。しかし、こんな迷いとは

比べようもないほどに苦しんでいる人たち、しか

もその中には夏に出逢った友だ、ちがいるというこ

とを改めて考えると、少しでも役に立ちたい!行

くだけでも何らかの意味があるはずだ!と思い、

行くことを決めました。

実際に行ってみて、私はど、れだ、け役に立ったか

分からないし、かえって迷惑をかけただけだ、った

かもしれません。しかし常に子どもたちが抱きつ

いてきたり、何十メートルも離れた所からや、私

が知らない子で、も私の名前を知っていて声をかけ

てきてくれたことは、とても嬉しいことでした。

私はスペイン語を全く話せませんでしたが、それ
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でも子どもたちは話しかけてきてくれ、身按りや

手振りなどで何とかコミュニケーションをとるこ

とができ、言葉はそれほど重要でないことを感じ

ました。また、老若男女かまわず、挨拶をすれば

必ず返事がくるその雰囲気が、とても心地良かっ

たです。

子どもたちと接する中で一番心に残っている

ことは、やはり地震の後遺症です。少しの揺れで

泣きだ、す子もいれば、ある子にはこんなことを開

かれました。「あなたには、お母さんいるわと。

その時は何も考えずfいるよ。 jと答えてしまいま

したが後から考えると、その子は地震で親を亡く

してしまったのではないかな、と思いました。そ

れで、も常に笑っていた彼の顔が印象的でした。

私には、お金も時間もあります。もし、今回こ

の国に行くことがなかったら、この2週間に費や

したお金と時間は、どのようにして消えていった

でしょう。おそらく何も意味の無いものへと変

わっていったかもしれません。お金と時間を意味

のある使い方ができて良かったとJ思いました。彼

らの友人である私は、たとえ自本で生活していて

も、彼らのことを患う気持ちはもちろん変わりま

せん。また、ある出逢いが無かったら伺も始まら

なかったでしょう。これからも出逢いを大切にし、

友憶の紳をさらに深めていく意味でも他人との人

間関係を深めていけたらと思います。



行き揚のない子どもだちが教室に集まってきた

配給を待つ子どち
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拘7x~ロン避難所
(;)様子

服もない子どもをテントまで送るスタッフ

JlJn'lOS 

スタッフ集合

教室のようす

ボランティアスタッフと子どもたち
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工ルサルヴァドルでの経験

私は春休みに、エルサルヴァドルに行ってき

ました。なぜそこに行ったかというと、それは

不思議な出会いから始まりました。カナダの大

学で今回一緒にエルサルヴァドルに行ったカオ

ルさんと出会い、 3年前の夏にエルサルヴァド

ルに住んでいるカオルさんの姉のヒカルさんや、

エルサルヴ、ァドル人の友人にも出会いました。

彼らと出会う前は、エルサルヴァドルという閣

を開いたことがありませんでしたが、エルサル

ヴァドルに行ってみたいと思うようになりまし

た。今年大地震が起き、現地、日本、世界各地

の友だちが被害者のために一生懸命働いている

ことを聞いて、自分も行くことにしました。

私が行った時はもう最初の地震から3ヶ月

経っていたので、状況はだいぶ落ち着いていま

した。町の人は普通の生活に戻りつつあり、避

難所の人も 3000人患に減ってきていました。

でも、その 3000人は一番貧しい、避難所から

出られない人たちだと思います。写真を見れば

分かると思いますが、避難所は環境も生活も大

変厳しい状況です。でも、一日に3自の食事を

支給される今、彼らの生活状況は実際に出也震

前より良いかもしれません。

私もスタップと一緒に毎日午前と午後にテン

トを歩いて闘って、子どもたちを学校に連れて

行きました。私はスペイン語を 10単語も話せ

なかったので、私の仕事は教えることより、抱

きしめたり、遊んだり、歌ったりすることでし

た。子どもたちはいつも鉛筆やぬり絵の本のよ

うな小さなことで喧[躍をしました。その喧嘩は、
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コニー・シム

口喧嘩だけではなく、石や砂を投げたり、時に

は殴ったり蹴ったりします。どこでこんな吉i暴

なことを学んだのか、私にとって大きな疑問で

した。時々、喧嘩をしてはいけないことを教え

たり何かの理由で子どもの鉛筆を取り上げると、

子どもたちはスタッフさえ院みつけました。彼

らの瞳の中の愁りは怖いほど、のもので、とても

驚かされました。また、子どもたちは時々赤ちゃ

んの兄弟を連れてきたので私たちは赤ちゃんの

世話もしましたが、赤ちゃんは一度も泣きませ

んでした。服も着ずに挨だらけの子どもや、グ

ランドで見つけたゴミを噛んだり、ゴミで遊ぶ

子どもはどこでも見られました。どのテントの

と、の家族にも少なくとも 2、3人の子どもがい

ましたが、子どもたちは親から十分な世話をし

てもらっていないようでした。多くの子どもた

ちが放ったらかしで、育てられていることに大き

なショックを受けました。子どもは親に守られ

て生きるのが当然だ、と思っていたからです。

毎日忙しそうに仕事に通う中流隣及の人たち

もいました。その一方で、薄いトタンで建てら

れた家で避難所と同じような生活状況の地区を

見ながら、私は毎日パスに乗りました。土曜日

や日曜告には、避難テントの前で多くの人が

サッカーをしたり、それを観戦していました。

その光景は変な感じがしました。なぜなら、そ

れらの人たちゃ、忙しい司々を送っている中流

F高級の人たちは、まだ避難所やひどい家に住ん

でいる人たちの苦痛を感じていないような気が

したからです。どうして何も援助することなく、



避難所の邑の前でサッカーを楽しむことができ

るのでしょうか。そう思ったとき、私は自分が

今までその人たちと同じように観客でしかな

かったことに気がつきました。私は自然災害、

戦争なと、の被害者のニュースを知るたび「可哀

想だなあ。Jとd思いそれで、終わっていました。「被

害者は知らない人たちだから、私には何もでき

ない。 jと気にしていませんでした。しかし、今

回のこの地震で、自分のこととして感じました。

私は友人たちを通して、反対側の立場から見る

ことができて良かったです。なぜなら、自分自

身を含め多くの人たちが、自分のことではない

と何の援助も考えないということに気づき、そ

れが悲しいことだと感じられたからです。

sosサILヴァドIL千ャ11ティー文化講座
カタコンペ〈キリスト教地下共同墓地〉

一迷宮に響く祈り一

講師 山EBHI真氏〈口一マ教室庁立キリスト教考古学研究所大学院修了〉

B 時 6月17日(臼)1 6時

ところ:イタリアン力フェ「ダ・マンマ」

名古屋市名東区社台3丁邑56-2サンテラス葵1A

地下鉄東山線 上宇土駅下車酉ヘ徒歩5分

te1. 052-772-3080 

参加費:講座 1，000円

食事{寸 3，000円〈あ質事希望の万は必ず予約ください。
満席{こなり次第締め切らせていただきます。〉

。次回は10月、カラパジョの絵をテーマに柴田高良氏〈洋画家)Iこよる講演を予定しています0

04月から新た!こ「フラワーアレンジメント講座」力情講しました。毎月第1用曜日ア時から、

イタリアン力フェ「ダ・マンマJにて。講師林久乃(フラワーデザイナー〉。

イタリア語・英語講座・スペイン語講座・

イタリア料理講座・フラワーアレンジメン

ト講座はすべてイタリアンカフ工「ダ・マ

ンマJ(哩L052-772・3080)で行っていま

す。
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オリーブジャパン講座案内
少人数制で楽しく学べる当協会オリジナル講座の一覧です。

講座の収益はすべて中南米の貧困に苦しむ子どもと若者への教育支援事業に使わせていただ、きます。

総邸時四日:続出品語学講座

ESPANOL 初級スペイン語講座
日時 毎月第2・4木曜日 19時00分'""'20時30分
講師 大橋幸恵・榊涼事IJ恵

月謝 6，000円

ITALIANO 実践イタリア語講座
日時 毎月第2・4金曜日 19時'""'20時30分
講師 Angel証 Volpe

月謝 6，000円

ENGLISH やさしい英会話
日時 毎月第1・3水曜日 19時'""'20持30分
講師 吉見かおる

月謝 6，000円

。語学講座の会場。 イタリアンカフェ ダ・マンマ

結ぶ平山辺広三ぷ山総鰐総線総 当とイヒ言葺居室 一一一…………… 
洋 画 入 門 講 座

日時 毎月第2・3火曜日 19時'""'21時
会場 東生涯学習センター美術窪(地下鉄東山線新栄前下車徒歩3分)
講師 柴田高良

月謝 4，000円(画材実費)

イタ リ ア料理講座
前期 4・5・6・7・9月 (5自)
後期 10・11・1・2・3月 (5屈)
会場 イタリアンカフェ ダ・マンマ

講師 柴田淑美

月謝 1講産3時間程度 4，000円(食材費込み)
特記 日時は相談して決めるので変動します(自曜日の昼11時からが多し。)

フフワーアレンジメント講座

自持 毎月第1月曜日 19時'""'20時半
会場 イタリアンカフェ ダ・マンマ

講師 林久乃

月謝 4，000円(花・花器・お茶代込み)

。文化講座・語学講座間合せ φ オリーブジャパン盟際開発協力協会
TEL .FAX 0561-85-8336 

(水曜B11時"'14時30分受付)
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/収支報告 20∞日-2則前月収支縛

単{立:円

収 入 支 出

前年度繰越金 3，987 海外支援事業費 3，646，915 

一般賃借料 473，000 

寄付金収入 3，920，079 備品代 409，488 

広報事業収入 1，299，015 人件費/交通費 325，600 

会費収入 530，500 通信費 郵便/電話 324，447 

印刷費 180，075 

消耗品費 141，903 

広報活動事業準備費 125，200 

資料費(写真) 80，058 

光熱水費 36，493 

その他 7，200 

次年度繰越金 3，202 

ム口、 計 5，753，581 Jロh、 計 5，753，581 

7J' 
10賛助会員 (1ヶ月一口/会員制度のご案内

オリーブジャパンでは活動内容に賛同していた

だける個人・団体を募集しています。会員制度は

一年を通してオリーブジャパンを支えることがで

きます。

B)正会員 (1ヶ月一口

C)協力会員 (1ヶ月一口

10，000円)

5，000円)

2，000円)

1，000円)

500円)

D)参加会員c1ヶ月一日

E)問調会員 (1ヶ月一口
-............................，・・・・・・・2・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・..，・・...

<申し込み方法>

郵便局所定の「郵便掠込用手んに必要事項と会員の種類、納入方法(月払い/年一括)を記入

の上、会費を納入ください。後自事務局より受領の案内をさせていただきます。

E座番号:00890-1-24582 

日産名義:オリーブジャパン国際開発協力協会
臨時寄付も

受け付けています。

-<?会員期間凶弱み日より一年間、継続も可能です。

-<?会員のみなさまには会報 fOLIVEPRESSJと講演会・バザーなどのご案内を優先的にさ

せていただきます。
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